
令和６年度第４回幕別町地域公共交通活性化協議会議案 
 

日 時 令和７年１月10日（金） 

    午後２時00分から 

場 所 幕別町役場 ３ＡＢＣ会議室 

 

１ 開  会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議  案 

 

議案第６号 幕別町地域公共交通活性化協議会規約の改正について 

 

 

 議案第７号 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

 

４ そ の 他  

 

５ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配付資料等】 

 資料１  幕別町地域公共交通活性化協議会規約等 新旧対照表、改正案 

 



 幕別町地域公共交通活性化協議会委員名簿（第７期 任期R6.1.24-R8.1.23） 

 区分 氏名 所属 役職 備考 

１ 幕別町 
会長 

伊藤 博明 
幕別町 副町長 

 

２ 

北海道運輸局帯

広運輸支局長が

指名する者 

徳田 陽介 帯広運輸支局 
首席運輸企画 

専門官 
 

３ 

北海道十勝総合

振興局長が指名

する者 

石山 大介 
十勝総合振興局地域創生部 

地域政策課 
課長  

４ 関係する道路管

理者が指名する

者 

小林  悟 帯広開発建設部道路計画課 課長  

５ 佐々木 昇 
十勝総合振興局帯広建設管理部 

事業室地域調整課 
課長 

 

６ 
帯広警察署長が

指名する者 
堺  玄州 帯広警察署交通第一課 課長 

 

７ 
一般旅客自動車

運送事業者の代

表 

長沢 敏彦 十勝バス株式会社 旅客事業本部長 
（代理） 

鈴木 洋平 

８ 加藤 貴志 北斗タクシー有限会社 統括課長 
（代理） 

田中より子 

９ 桑島  亮 エイシン運輸有限会社 代表取締役  

10 

住民又は利用者

の代表 

高畠 政由 幕別地区町内会長代表 宝町町内会長  

11 中橋 伸勝 札内地区町内会長代表 文京町町内会長  

12 熊田 由幸 札内地区町内会長代表 途別町内会長  

13 山田 敏明 南幕別地区町内会長代表 中糠内町内会長  

14 及川  昇 忠類地区町内会長代表 忠類本町町内会長  

15 
副会長 

笹井  守 
幕別町商工会 会長 

 

16 
副会長 

髙橋 平明 
幕別町社会福祉協議会 会長 

 

17 
監査委員 

宮本真由美 
幕別町民生委員児童委員協議会 副会長 

 

18 川尻  宏 幕別町消費者協会 事務局次長  

19 西山 直樹 幕別町ＰＴＡ連合会 会長  

20 飛田 稔章 幕別町老人クラブ連合会 会長  

21 
監査委員 

宮澤 清志 
幕別町障害者（児）団体連絡協議会 会長 

 

22 

幕別町長が指名

する町職員 

寺田  治 幕別町住民生活部 部長  

23 亀田 貴仁 幕別町保健福祉部 部長  

24 髙橋 修二 幕別町経済部 部長  

25 小野 晴正 幕別町建設部 部長  

26 白坂 博司 幕別町教育委員会教育部 部長  

27 その他協議会が

必要と認める者 

久保 真司 十勝地区バス労働組合連絡会 代表  

28 塚本 俊二 十勝地区ハイヤー協会 常務理事  
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議案第６号 幕別町地域公共交通活性化協議会規約の改正について 

 

１ 規約の改正 

令和５年10月１日の道路運送法（昭和26年法律第183号）の一部改正を受け、次のと

おり規約を改正する。 

 ⑴ 規約第３条に第２項を新たに追加する。 

⑵ 規約第12条の分科会を「部会及び分科会」と整理する。 

 

２ 改正の理由 

運賃協議分科会の設置 

  これまでは、事業者が協議運賃の設定・変更を行う場合、地域公共交通会議又は法

定協議会による協議を経たうえでの届出が必要とされていた。 

今回の改正により、協議運賃の設定・変更は同法第９条第４項に定める協議会にお

いて行うものと改正されたことを受け、本協議会において設置する分科会を当該協

議会と位置づけるため、規約を改正する。 

合わせて、従前から設置されていた分科会は「部会」と位置付けし、協議運賃以外

の審議を行う組織として規定する。 

 

３ 改正文 

 議案２ページのとおり 

  

４ 新旧対照表等 

 資料１のとおり 

  

５ 施行期日 

 令和７年１月10日 

 

６ その他 

  この規約の一部改正が承認された場合は、分科会を道路運送法第９条第４項に定

める協議会として位置付けるため、従前の規約第12条第２項の規定に基づき会長が

定める「幕別町地域公共交通活性化協議会分科会規程」について所要の改正を行う。 

この改正と合わせて、従前規定されていた分科会については、検討内容に応じ柔軟

に検討・調査を行うことができるよう「部会」へと再定義し、委員の構成を固定では

なく「協議会の会長が指名する者」へと変更し、部会長についても「協議会の会長が

指名する」と整理するほか、分科会等の庶務について規定する。 

   

 幕別町地域公共交通活性化協議会分科会規程 新旧対照表等 

 資料１ ２～４ページのとおり 
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幕別町地域公共交通活性化協議会規約の一部を改正する規約 

 

幕別町地域公共交通活性化協議会規約（平成24年１月24日決定）の一部を次のよ

うに改正する。 

 

第３条第２号中「運賃・料金等」を「運賃、料金等」に改め、同条に次の１項を

加える。 

２ 前項の規定にかかわらず、同項第２号に規定する業務のうち、道路運送法第９

条第４項に規定する運賃等について協議する場合は、第12条第２項に規定する

分科会において業務を行う。 

第12条を次のように改める。 

 （部会及び分科会） 

第12条 第３条第１項に掲げる事項について、専門的な調査及び検討を行うため、

必要に応じ協議会に部会を置くことができる。 

２ 第３条第２項に規定する業務を行うため、協議会に分科会を置く。 

３ 部会及び分科会の組織、運営その他必要な事項は、会長が別に定める。 

 

附 則 

 この規約は、令和７年１月10日から施行する。 
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議案第７号 地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（平成23年３月30日 国総計第97

号、国鉄財第368号、国鉄業第102号、国自旅第240号、国海内第149号、国空環第103

号）第３条第５項及び地域公共交通確保維持改善事業実施要領（平成23年４月１日国

総計第５号、国鉄財第４号、国鉄業第４号、国自旅第20号、国海内第８号、国空環第

５号）に基づき、事業の実施状況の確認、評価を行い、地方運輸局に報告するととも

に公表する。 

 

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（案）について 

 別紙１のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-------------------- 
【参考】 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（抜粋） 

 （協議会） 

第３条第１項～第４号   略 

５ 協議会は、補助対象事業ごとに補助対象事業について評価を行い、その結果について地方運輸局又は

地方航空局の長に報告しなければならない。 

 

 

地域公共交通確保維持改善事業実施要領（抜粋） 

８．事業評価について 

（１）事業評価の実施 

 ①自己評価（一時評価） 

   地域公共交通確保維持改善事業による支援を受けた事業については、毎年度、協議会自らによる事

業の実施状況の確認、評価（以下「自己評価」という。）を行い、当該自己評価の結果を、地域公共交

通確保維持事業及び地域公共交通調査等事業にあっては、補助金の交付を受けようとする会計年度の

１月末までに、地域公共交通バリア解消促進等事業にあっては、補助金の交付を受けた会計年度の翌

年度の１月末までにそれぞれ協議会から、地方運輸局、神戸運輸監理部、地方航空局又は沖縄総合事

務局（以下「地方運輸局等」という。）に報告するとともに、公表することとする。 



別紙１

令和７年１月　　日

協議会名： 幕別町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

　住民や高齢者団体に対し出
前講座等の開催を通じて周知
を図り、事業の認知度を向上さ
せた。

　目標利用者数は（年平均）
3.6人/日に対し、実績は3.9
人/日であった。
　新型コロナウイルス感染
症による外出の自粛傾向が
落ち着き、周知活動を行っ
た結果、実績が徐々に伸び
てきている。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

　計画通り事業は適切に実
施された。

④事業実施の適切性

Ａ

⑤目標・効果達成状況

・引き続き住民に対し、出前講
座などで周知に努める。
・各種イベント開催時に、利用
を呼び掛ける。
・乗り込み調査を実施し、利用
者のニーズや停留所毎の利用
状況を把握し、運行ダイヤ見直
しの際の検討材料とする。

　住民や高齢者団体に対し出
前講座等の開催や、各種イベ
ントでのPRを通じて周知を図
り、事業の認知度を向上させ
た。

Ａ

　幕別線の目標利用者数
（年平均）34.8人/日に対し、
実績は44.5人/日であった。
　札内線の目標利用者数
（年平均）61.5人/日に対し、
実績は84.0人/日であった。
　令和５年７月１日からの運
賃無料対象者の拡充によ
り、幕別線、札内線ともに利
用者数が増加した。
　幕別線の令和６年８月は
夏休み日数の増加による小
中学生の利用減であり、総
体の乗車人数は増加傾向
にある。

北斗タクシー㈲

　住民や高齢者団体に対し出
前講座等の開催を通じて周知
を図り、事業の認知度を向上さ
せた。

・引き続き、住民に対し出前講
座などで周知に努める。
・各種イベント開催時に、利用
を呼び掛ける。

十勝バス㈱

コミュニティバスの運行
・幕別線１
・幕別線２
・札内線

エイシン運輸㈲
予約型乗合タクシーの運行
・駒畠線

　計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ B

・引き続き、住民に対し出前講
座などで周知に努める。
・各種イベント開催時に、利用
を呼び掛ける。

予約型乗合タクシーの運行
・古舞線

Ａ

　目標利用者数（年平均）
3.0人/日に対し、実績は2.9
人/日であった。
　新型コロナウイルス感染
症による外出の自粛傾向が
落ち着き、周知活動を行っ
た結果、実績が徐々に伸び
てきている。

　計画通り事業は適切に実
施された。

Ａ
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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

別紙１－２

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　幕別町は北海道十勝平野のほぼ中央に位置しており、西側は帯広市と更別村に、北側は音更町と池田町、東は豊
頃町、南は大樹町に隣接し、面積は477.68㎢、令和６年12月末の人口は25,269人である。
　幕別、札内市街地には公共交通を利用できない公共交通空白地域が存在し、自家用車による移動が困難な高齢者
や障がい者、運転免許を持たない方などは、「移動」が制約され不便な生活を強いられることとなり、地域社会を維持し
ていくためには大きな障壁となっている。
　このような状況から、今後の少子高齢化の進行による交通弱者の増加や、町内における公共交通空白地域の存在
等を踏まえ、日常生活の移動確保や地域間幹線系統等との接続による広域的な移動支援などを図るため、効率的で
持続可能な公共交通の確保や公共交通の利便性の向上を図ることを目的としたフィーダー路線を導入し、生活交通
ネットワークの構築を進めていくことが必要である。

協議会名： 幕別町地域公共交通活性化協議会

令和７年１月　　日
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幕別町地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

6

【コミュニティバスの年間利用者数(１日あたり人数)】
幕別線 34.8人/日
札内線 61.5人/日

【予約型乗合タクシーの年間利用者数(１便あたり人数)】
駒畠線 3.0人/日
古舞線 3.6人/日

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標
○令和６年１月18日（第３回）
・地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について
・幕別町地域公共交通計画（案）について
○令和６年４月18日（第１回)【書面開催】
・幕別町地域公共交通計画の策定について
・令和６年度幕別町地域公共交通活性化協議会予算(案)について
○令和６年６月26日（第２回)【書面開催】
・コミュニティバスの運行実績について
・予約型乗合タクシーの運行実績について
・令和７年度幕別町地域公共交通確保維持事業（フィーダー系統
補助）に係る計画認定申請について
○令和６年10月11日（第３回)【書面開催】
・令和７年度幕別町地域公共交通確保維持事業（フィーダー系統
補助）に係る計画の変更について
○令和７年１月10日（第４回）
・地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について
・協議会規約の改正について

令和６年度事業概要

事業実施の目的・必要性

幕別町においては、今後の少子高齢化の進行による交通弱者の増
加や、町内における公共交通空白地域の存在等を踏まえ、日常生活
の移動確保や地域間幹線系統等との接続による広域的な移動支援
などを図るため、効率的で持続可能な公共交通の確保や公共交通の
利便性の向上を図ることを目的としたフィーダー路線を導入し、生活
交通ネットワークの構築を進めていくことが必要である。

【コミュニティバスの運行】
幕別線１、幕別線２、札内線

【予約型乗合タクシーの運行】
駒畠線、古舞線

地域公共交通の現況

・JR根室本線（幕別駅・札内駅）
・路線バス（㈱十勝バスにより４路線）
・コミュニティバス（町、３路線）
・予約型乗合タクシー（町、２路線）
・その他（福祉バス、スクールバス13路線）



令和６年度事業の実施状況（コミュニティバス）

１）プロセス、創意工夫

２）運行系統

・回数券の販売、令和５年７月１日から開始した75歳以上の方及び65歳から74歳までの自動車運転免許証を自主返納した
方の運賃無償化について広報紙による周知。
・老人クラブで出前講座の実施。
・町内公共施設、スーパー、病院へのチラシや時刻表の配付及び掲示依頼。
・各種イベント開催時における車両展示等のPR活動。
・乗り込み調査による停留所の使用状況の継続的調査、利用者の要望聞き取りの実施。
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３）利用実績（人/日）

４）収入実績（円）
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- - - Ｒ５：令和４年１０月から令和５年９月
-------- Ｒ６：令和５年１０月から令和６年９月

（人）

（円）



３）利用実績（人/日）

４）収入実績（円）
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- - - Ｒ５：令和４年１０月から令和５年９月
-------- Ｒ６：令和５年１０月から令和６年９月

（人）

（円）



令和６年度事業の実施状況(予約型乗合タクシー)

１）プロセス、創意工夫

・各種割引制度の実施。
・老人クラブで出前講座の実施。
・町内公共施設、スーパー、病院へのチラシ・時刻表の配付及び掲示依頼。

２）運行系統
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３）利用実績(人/日)

４）収入実績(円)

駒畠線
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- - - Ｒ５：令和４年１０月から令和５年９月
-------- Ｒ６：令和５年１０月から令和６年９月

（人）

（円）



３）利用実績(人/日)

４）収入実績(円)

古舞線

3.6 
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- - - Ｒ５：令和４年１０月から令和５年９月
-------- Ｒ６：令和５年１０月から令和６年９月

（人）

（円）



６）目標・効果達成状況

７）事業の今後の改善点

運輸局記載欄

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果（案）

【コミュニティバス】
計画通り事業は適切に実施された。

【予約型乗合タクシー】
計画通り事業は適切に実施された。

【コミュニティバス】
・幕別線の目標利用者数（年平均）34.8人/日に対し、実績
は44.5人/日であった。
・札内線の目標利用者数（年平均）61.5人/日に対し、実績
は84.0人/日であった。
→令和５年７月１日からの運賃無料対象者の拡充により、
幕別線、札内線ともに利用者数が増加した。
幕別線の令和６年８月は夏休み日数の増加による小中学
生の利用減であり、総体の乗車人数は増加傾向にある。

【予約型乗合タクシー】
・駒畠線の目標利用者数（年平均） 3.0人/日に対し、実績は
2.9人/日であった。
・古舞線の目標利用者数（年平均） 3.6人/日に対し、実績は
3.9人/日であった。
→新型コロナウイルス感染症による外出の自粛傾向が落ち
着き、周知活動を行った結果、実績が徐々に伸びてきてい
る。

【コミュニティバス】
・引き続き住民に対し、出前講座などで周知に努める。
・各種イベント開催時に、利用を呼び掛ける。
・乗り込み調査を実施し、利用者のニーズや停留所毎の利
用状況を把握し、運行ダイヤ見直しの際の検討材料とする。

【予約型乗合タクシー】
・引き続き、住民に対し出前講座などで周知に努める。
・各種イベント開催時に、利用を呼び掛ける。
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